
日本基督教団 八ヶ岳教会 聖霊降臨祭 主日礼拝  NO.1227  2022 年 6 月 5 日 10:30~ 

牧師  山本護          司式  露木淳司       奏楽 山本恵美                                                                       

前  奏 黙想 

讃 美 歌  7 主のみいつとみさかえとを 

祈  禱 

信仰告白 使徒信条 566 

聖  書  詩編 104:1~4 

       使徒言行録 2:1~13 

讃 美 歌  177 かみのいきよ 

説  教 『 一人ひとりに聖霊灯される 』 

祈  禱 

讃 美 歌 499 みたまよ、くだりて 

聖 餐 式   

讃 美 歌  205 わが主よ、今ここにて 

献  金 

讃  詠  547 いまささぐるそなえものを 

黙  禱 

主の祈り  564 

頌  栄 540 みめぐみあふるる 

祝  禱   後  奏        

キリストの十字架と復活が信仰の中心になったからといって、弟子たちがユダヤ教徒をやめたわけ

ではない。生前のイエスがそうだったように、ユダヤの祭儀慣習はきちんと守って、五旬祭の時期に

はエルサレムにいた。「一同が一つになって集まっている(使徒 2:1)」。一同とはいったい誰なのか。 

二階の部屋に集まったのは使徒(1:13)、ガリラヤからの女たち(1:14)、そして新たに弟子となった者

たち(1:15)。一同に段差がないのはイエスがそうだったからか。いつものように「心を合せて熱心に

祈っていた(1:14)」。すると「突然、激しい風が吹いて来るような音が天から聞こえ、彼らが座ってい

た家中に響いた。そして、炎のような舌が分かれ分かれに現われ、一人一人の上にとどまった(2:2~3)」。 

使徒言行録は、天からの烈風を聴覚で感じ、炎として発光する舌を視覚で感じたことを伝えている。

個々人の幻聴幻視というより、当事者ではない者にまで聞こえた(2:6)、嵐のような大音響であった。 

神の臨在はこう表現される。「主よ、わたしの神よ、あなたは大いなる方。栄えと輝きをまとい、光

を衣として身を被っておられる～風の翼に乗って行き巡り、さまざまな風を伝令とし、燃える火を御

もとに仕えさせられる(詩編 104:1~4)」。つまり一同が集まっている所に起こった「風」や「炎」は神

の臨在であり、聖霊がそれを具体的に顕在化させた。「すると、一同は聖霊に満たされ、〝霊〟が語ら

せるままに、ほかの国々の言葉で話しだした(使徒 2:4)」。標準的なアラム語以外の多彩な言語で、だ。 

ユダヤ人たちは地中海世界の色々な地域に住み、現地の言葉を母語にしていたが、今は帰郷してい

る(2:5)。そんな彼らが大きな物音で何事かと集まって来たので(2:6)、この場面はもうあの二階の部屋

ではなく、神殿の広場か回廊かもしれない。ここで不可解な「言葉」を聞いたユダヤ人は、おおよそ

三つの反応をする。①母語で神の偉大な業を聞いた(2:8,11)、②とまどって混乱した(2:12)、③泥酔し

呂律が回っていないと判断(2:13)。聖霊は語る者にだけでなく、それを聞く者にも絶妙な形で降る。 

「人々は驚き怪しんで言った。〔話をしているこの人たちは、皆ガリラヤの人ではないか〕(2:7)」。

その姿からガリラヤの田舎者と判断したらしいが、イエスも「この人はヨセフの子ではないか(ﾙｶ 4:22)」

と出自をとやかく言われたことがある。イエスに対しても(4:22)、使徒に対しても(使徒 2:7)、無学な

下層民が神の言葉を語ることを訝しんだ。神の言葉はイエスからガリラヤの田舎者に引き継がれ、信

仰の中心地エルサレムに灯された。そこからユダヤ社会に限定されない広大な世界へ宣べ伝えられた。 

教会というキリストの体はこうして世に現われた。教会に灯っているものは何か。「一同は聖霊に満

たされ、〝霊〟が語らせるままに、ほかの国々の言葉で(2:4)、神の偉大な業(2:11)」を語り聞くこと。

聖霊の「炎」が灯される所が教会。エルサレムの教会に灯された聖霊の炎は、コリントに灯され、ロ

ーマに灯され、キエフやモスクワにも灯され、八ヶ岳にも灯されてキリストの体が現れている。 

教会には、安定して信じる者だけでなく、驚き戸惑う者もいる(2:12)。その一人ひとりに聖霊は灯

される(2:3)。灯され具合は三つどころではない。言語や慣習をも超えて、一人ひとりに灯される。 

岩から染み出た一滴がやがて川になる 聖霊は川から一滴へ遡る 喉を潤すまでに集められた清流

を教会だとしよう すぐ隣の尾根に湧く教会同士でも つながっているのは更に降った川を介して 

本日午後は役員会。礼拝後のカフェタイムを再開したのでどうぞ一服して下さい。会話時にはマス

ク装着で。6/11(土)1:30～3:00聖書研究会、どなたでも御参加下さい。牧師の動き:6/6刑務所教誨。 

礼拝堂・集会所の住所：408-0012 山梨県北杜市高根町箕輪 2265-3   

連絡・問い合わせは牧師へ：408-0205 北杜市明野町浅尾新田 1324  TEL 0551-25-4008  

ﾒｰﾙ komechan.olive @ orange.zero.jp  HP は「日本基督教団八ヶ岳教会」で検索して下さい。 


